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概　　　要

　看護師が対象者のスピリチュアルな側面も視野に入れたケアを実践するには，まずは看護基礎教育でスピリチュアリテ
ィについて知ることが第一歩であると考える．そこで複数の和訳を持つスピリチュアリティが教科書の索引にどのような
言葉で載っているのか，どの領域の教科書に記載があるのかを明らかにすることを目的に文献研究を行った．５社の看護
基礎教育課程用の教科書の最新版223冊を対象にスピリチュアリティの和訳として検討された言葉が索引にあるか，また
索引の言葉がスピリチュアリティに関する記載を示しているかを確認した結果，29冊の教科書に70箇所の記載があった．
スピリチュアリティの表記は「スピリチュアリティ（スピリチュアル）」というカタカナ表記が多く，「霊性（的）」の和
訳も使用されていた．またスピリチュアリティに関する記載のある教科書の領域は主に「基礎看護学」「成人看護学」「老
年看護学」「終末期看護・緩和ケア」であった．

1. 緒　　　言

　1998年，世界保健機関（以下WHOとする）執行委
員会で，WHO憲章の前文「健康の定義」にスピリチ
ュアル概念を追加する議論をきっかけに，近年スピリ
チュアルケアへの関心が高まり，研究が進みつつある．
　しかし，スピリチュアルケアの重要性が述べられて
いるものの，我が国ではほとんどの病院や施設では実
践には至っていないことが指摘されている1）．また，
志田ら2)はスピリチュアルケアに関する文献研究か
ら，スピリチュアルケアの用語の定義が定まっておら
ず，看護師間の共通理解ができていない現状にあるこ
と，何がケアになるか明らかでなく実践と結びついて
いないことを指摘している．このような捉えどころの
ないスピリチュアリティについて，看護基礎教育の基

本となる教科書では，どのように記載されているのだ
ろうか．著者らはスピリチュアリティの教授内容を検
討するにあたり，教科書における記述内容を把握する
必要があると考えた．
　しかし，スピリチュアリティは複数の和訳が検討さ
れた経緯があり3），看護基礎教育の教科書においてど
のような表記がされているのか，明らかではない． ま
た，スピリチュアリティを取り扱う領域について考え
ると，緩和医療の中でターミナル期のケアを中心にス
ピリチュアルケアの必要性が表出されているが，スピ
リチュアルケアの必要性は死にゆく人のみではないこ
とが指摘されている1）．それでは看護基礎教育の教科
書では，どのような表記で，どの領域においてスピリ
チュアリティに関する記載があるのだろうか．先行研
究を検索したが教科書を対象とした研究は見当たらな
かった．
　そこで未だに定義の定まっていないスピリチュアリ
ティに関する教科書における記述内容を把握し，教授
内容を検討する前段階として，複数の和訳を持つスピ
リチュアリティがどのように表記されているのか，ま
た，どの領域の教科書に記載があるのか，傾向を明ら
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かにしたいと考えた．
　本研究の目的は，シリーズで出版されている看護基
礎教育課程用の教科書を対象に，スピリチュアリティ，
あるいはスピリチュアリティの和訳として検討された
言葉が索引にあるかどうか，またどの領域の教科書の
索引にあるかを明らかにし，現状を知る一資料とする
ことである．

２. 用語の定義と和訳

１）スピリチュアリティ
　WHOは霊的（spiritual）を，人間として生きること
に関連した経験的一側面であり身体感覚的な現象を超
越して得た体験を表す言葉である，霊的な側面には宗
教的因子が含まれているが「霊的」と「宗教的」とは
同じ意味ではない4），と定義している．本研究におけ
るスピリチュアリティの捉え方は，このWHOの定義
に準拠した． 
２）スピリチュアリティの和訳として検討された言葉
　次にスピリチュアリティの和訳について，日本のホ
スピスケアの開拓者のひとりである柏木5)は，「霊的ケ
ア」，「魂のケア」，「実存的ケア」，「宗教的ケア」など
検討されたが，スピリチュアルという言葉が持ってい
る深さと広がりを適確に表す日本語は存在せず，今で
はあえて翻訳しないでそのまま用いようとする傾向に
ある，と述べている．また安藤6)はスピリチュアリテ
ィという語が「宗教」や「宗教性」という語とはかな
り区別された現在のような形で用いられるようになる
のは，おおむね1980年代以降で，学術文化および一部
のサブカル的読書文化を通じて日本に入り，「宗教性」
「精神性」「霊性」などと訳された，と述べている．
　そこで本研究では，「霊性（的）」「たましい性（的）」
「実存性（的）」「宗教性（的）」「精神性」を，暫定的
にスピリチュアリティの和訳として検討された言葉と
した．

３. 研 究 方 法

１）調 査 対 象
　５社から出版された最新版（2010年４月現在）の看
護基礎教育課程用の教科書223冊． 出版社の選定は，
看護基礎教育課程用の教科書を対象とした先行研
究7～11）を参考とした． シリーズとして出版されている
教科書で，大手書店に看護基礎教育機関で主に使用さ
れていることを確認し，５つの出版社（A社，B社，
C社，D社，E社）とした．

２）調 査 方 法
　スピリチュアリティの和訳として検討された言葉と
スピリチュアリティの６語をキーワードとし，「霊―」
「たましい―」「実存―」「宗教―」「スピリ―」から始
まる言葉が索引にあるかを確認した．ただし「精神」
については精神的ケアとスピリチュアルケアは，全人
的ケアの中で区別されているため，スピリチュアリテ
ィの和訳としてある「精神性」のみを対象とした．出
版社別に，６語のキーワードが索引にある教科書数を
集計した． 
　次に，索引の語がスピリチュアリティに関する記載
を示しているかどうか，本文の内容を確認した．スピ
リチュアリティの記載を示す索引は，６つの内どのキ
ーワードであったか，出版社別に集計した．また，ど
のような言葉で索引に載っていたのか，索引にあった
言葉を集計した．
　最後に，どの領域の教科書にスピリチュアリティの
記載を示す索引があるのか，また，何箇所記載がある
のかを調べるために，先の調査でスピリチュアリティ
の記載を示す索引のあった教科書を領域に分類し，記
載箇所を集計した．記載箇所は索引で調べた結果を基
に１つの言葉を１記載箇所とすることを基本とした
が，同一箇所に複数索引の言葉があり，同じ内容を示
している場合は，１記載箇所と見なして集計した．領
域の分類は，保健師助産師看護師学校養成所指定規則
の平成21年度に施行された第３次カリキュラムの枠組
みを基準とした．ただし，「終末期ケア」「緩和ケア」
の教科書は，スピリチュアリティに関する記載箇所が
多いことが予測され、他と区別して集計するために統
合分野の中に「終末期看護・緩和ケア」とおいた．
　すべての作業は研究者で協議を重ね，信頼性を高め
た．
３）調 査 期 間
　2010年４月～８月．

４. 結　　　果

１）スピリチュアリティの和訳として検討された言葉
とスピリチュアリティに関する記載の有無 
　対象となった教科書は223冊であり，2007年～2010年
に出版あるいは改訂がなされた教科書が149冊（66.8
ｵ），2003年～2006年が57冊（25.6ｵ），2003年以前が
17冊（7.6ｵ）であった． 
　「霊―」「たましい―」「実存―」「宗教―」「スピリ
―」から始まる言葉と，「精神性」が索引にあった教科
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書数を表１に示す．またその索引の語が，本文中でス
ピリチュアリティに関する記載を示していた教科書数
を表２に示す．「霊―」は11冊の教科書の索引にあった
が，そのうちスピリチュアリティに関する記載を示す
索引のあった教科書は９冊であった．「たましい―」，
「実存―」，「宗教―」も索引にあったが，スピリチュ
アリティに関する記載を示す索引のあった教科書は皆
無であった．「精神性」は索引になかった．「スピリ―」
は27冊の教科書の索引にあり，すべてスピリチュアリ
ティに関する記載内容を示した索引であった．
　すべての出版社でスピリチュアリティに関する記載
を示す索引がありA社，B社，D社，E社は，「霊―」，
「スピリ―」どちらの言葉でもスピリチュアリティに
関する記載を示す索引があった．

２）索引にあるスピリチュアリティに関する記載を示
す言葉
　スピリチュアリティに関する記載が，どのような言
葉で索引にあったかを表３に示す．「スピリ―」から始
まる言葉は13種類79，「霊―」から始まる言葉は10種類
21の言葉が索引にあった．その中でもスピリチュアル
が24，スピリチュアルペインが23と多かった．
３）スピリチュアリティに関する記載を示す索引のあ
る教科書の領域とその索引が示した記載箇所数
　スピリチュアリティに関する記載を示す索引のある
教科書数とその索引が示した記載箇所数（以下，記載
箇所数とする）を，領域別に表４に示す．領域のうち
「成人看護学」はすべての出版社でスピリチュアリテ
ィに関する記載を示す索引があった．逆に「科学的思
考の基盤」「人体の構造と機能」「小児看護学」「母性看
護学」「在宅看護論」はすべての出版社でスピリチュア
リティに関する記載を示す索引のある教科書はなかっ
た．「成人看護学」では７冊13箇所，「老年看護学」で
は４冊17箇所，「終末期看護・緩和ケア」では３冊21箇
所にスピリチュアリティに関する記載があった．出版
社ではE社が最も多く，９領域12冊の教科書で，スピ
リチュアリティに関する記載が40箇所あった．

５. 考　　　察

１）スピリチュアリティの和訳として検討された言葉
について
　スピリチュアリティについて様々な和訳が検討され
たが，看護基礎教育における教科書では「スピリチュ
アリティ（スピリチュアル）」というカタカナ表記か，
「霊性（的）」の和訳かどちらかであり，複数あった和
訳は「霊性（的）」に統合されてきたといえる．スピリ
チュアリティについて議論する際に基準となるWHO

表１　 出版社別の索引にキーワードがあった 
教科書数

A社
n = 65

B 社
n = 59

C 社
n = 37

D社
n = 15

E 社
n = 47

合計
n=223

霊― 5 1 1  4 11

たましい― 1  1

実存― 3  1  2  6

宗教― 7 5  3 15

精神性  0

スピリ― 4 4 4 4 11 27

単位：冊

表３　 索引にあるスピリチュアリティに関する 
記載を示す言葉

スピリ―
(79)

スピリチュアリティ(10)
スピリチュアル(24)
スピリット(2)
スピリチュアルな健康(2)
スピリチュアルニーズ(1)
スピリチュアルな介入(2)
スピリチュアルケア(7)
スピリチュアルペイン(23)
スピリチュアルな苦痛(3)
スピリチュアルな苦悩(1)
スピリチュアルペインの評価(1)
スピリチュアルペインの表現(1)
スピリチュアル・カンファレンス
サマリーシート(2)

霊―
(21)

霊(1)　霊性(3)　霊的(2)
霊的側面(1)　霊的存在(3)
霊的苦痛(6)　霊的苦痛の緩和(1)
霊的苦痛へのケア(1)
霊的な痛み(2)　霊的情報(1)

（　）は各言葉が示した項の数

表２　 出版社別，スピリチュアリティの記載を示す索引のあった 
教科書数

A社
n = 65

B 社
n = 59

C 社
n = 37

D社
n = 15

E 社
n = 47

合計
n=223

霊― 3 1 1  4  9

たましい―  0

実存―  0

宗教―  0

精神性  0

スピリ― 4 4 4 4 11 27

単位：冊
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専門委員会の報告書「がんの痛みからの解放とパリア
ティブ・ケア」4)の中で spiritual が「霊的な」と訳され
ていることと，多くの病院で採用され，看護学実習で
も使用するNANDAの看護診断12)において「Spiritual 
Distress」が「霊的苦悩」と訳されていることが「霊
性（的）」の和訳が普及した要因であると考えられる． 
２）索引にあるスピリチュアリティに関する記載を示
す言葉
「霊―」の索引にあった言葉が示した項の数よりも「ス
ピリ―」の索引にあった言葉が示した項の数の方が多
かった．このことから「スピリチュアリティ（スピリ
チュアル）」のカタカナ表記の方が一般的であると考え
る．一方，索引にあった言葉を見ると「―ケア」「―介
入」「―緩和」や「―苦痛」「―苦悩」,「―痛み」「―ペ
イン」など類似した言葉が並び，共通した言葉がある
とは言い難い．
３）スピリチュアリティに関する記載を示す索引のあ
る教科書の領域と記載箇所数
　主に「基礎看護学」「成人看護学」「老年看護学」「終
末期看護・緩和ケア」の領域でスピリチュアリティに
関する記載を示す索引があり，特に「成人看護学」「老
年看護学」「終末期看護・緩和ケア」ではその記載箇所
数も多かった．「終末期看護・緩和ケア」では教科書数
に対して記載箇所が多く，三澤1)が指摘するように，

終末期の患者を対象にスピリチュアリティが記載され
ていることが推測される．また，看護師国家試験出題
基準13)では，「老年看護学」の小項目に「高齢者のスピ
リチュアリティ」が示されているため，「老年看護学」
において記載が多いとも考えられる．
　専門分野Ⅱの中でも「小児看護学」「母性看護学」の
教科書にはスピリチュアリティに関する記載を示す索
引が全くなかったが，これらの領域にもスピリチュア
リティは深くかかわる．「母性看護学」は生命の誕生に
関わる領域であり，高度な医療技術の進歩に伴う生命
倫理の問題では，スピリチュアリティの視点が欠かせ
ないであろう．また「小児看護学」ではその発達段階
に応じたスピリチュアリティの理解が必要であり，他
の領域の教科書では代用できない．今後これらの領域
におけるスピリチュアリティについて，教科書で主な
事項として索引に載ることが期待される．
　著者ら14,15)の調査では，スピリチュアリティという
言葉を認知している看護師は63.5ｵであり，スピリチ
ュアルケアを実践している看護師は26.4ｵであった．
また大久保ら16)の調査では，スピリチュアリティとい
う言葉を知っているあるいは考える体験をしている看
護師のうち，「看護基礎教育」で知ったと回答した看護
職の割合は大学卒業者で60.0ｵ，短期大学卒業者は
22.9ｵ，３年制専門学校卒業者では10.4ｵであり，看

表４　出版社別，領域ごとのスピリチュアリティに関する記載のある教科書数と掲載箇所数

分野 領　　域 A社 B 社 C 社 D社 E 社 合計

基礎
科学的思考の基盤 ※ ※

人間と生活，社会の理解  1 / 1  ※ ※ 5 / 2 6 / 3

専門
基礎

人体の構造と機能

疾病の成り立ちと回復の促進 2 / 1 2 / 1

健康支援と社会保障制度 1 / 1 ※ 2 / 2 3 / 3

専門Ⅰ 基礎看護学  1 / 1 1 / 1 1 / 1 1 / 1 4 / 4

専門Ⅱ

成人看護学  4 / 1 1 / 1 2 / 2 4 / 2 2 / 1 13 / 7

老年看護学  1 / 1 2 / 1 14 / 2 17 / 4

小児看護学 ※

母性看護学

精神看護学 1 / 1 1 / 1 2 / 2

統合

在宅看護論

終末期看護・緩和ケア  5 / 1 4 / 1 ※ ※ 12 / 1 21 / 3

看護の統合と実践 1 / 1 ※ 1 / 1 2 / 2

合　　計 12 / 5 7 / 4 4 / 4 7 / 4 40 / 12 70 / 29

スピリチュアリティに関する記載箇所数/スピリチュアリティに関する記載のある教科書数（冊）
※は出版のない領域
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護職のスピリチュアリティの認識を高めるには，看護
基礎教育の充実や臨床体験と関連させた卒後教育が課
題であると指摘している．つまり看護師が対象者のス
ピリチュアルな側面も視野に入れたケアを実践するに
は，まずは看護基礎教育において，学生がスピリチュ
アリティを知り，その内容を理解することが第一歩と
言える．その意味で，教科書におけるスピリチュアリ
ティに関する記述は重要であると考える．
４）本研究の限界
　今回の研究では，索引を手掛かりに記載の有無を調
査したが，教科書によっては索引にない記載があった
可能性がある。また主な事項として索引に載せる基準
は出版社により異なることが考えられる．
　スピリチュアリティの和訳として検討された言葉と
スピリチュアリティの６語を暫定的にキーワードとし
たが，６語以外の言葉でスピリチュアリティに関する
記載があった可能性がある． 

６. 結　　　論

　今回暫定的に設定したキーワードについては，現在，
看護基礎教育で使用されている教科書における，スピ
リチュアリティの表記は，「スピリチュアリティ（スピ
リチュアル）」というカタカナ表記か，「霊性（的）」の
和訳かどちらかであり，「スピリチュアリティ（スピリ
チュアル）」のカタカナ表記の方が多かった．またスピ
リチュアリティに関する記載のある教科書の領域は，
主に「基礎看護学」「成人看護学」「老年看護学」「終末
期看護・緩和ケア」の領域で「小児看護学」「母性看護
学」の教科書にはスピリチュアリティに関する記載を
示す索引が全くなかった．今後は教科書におけるスピ
リチュアリティに関する記載内容を明らかにすること
が課題である．
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